
【キーワード】コスト削減

医療機関が今すぐ取り組むべき
コスト対策5つのポイント
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コスト削減対策は
恒常的に必要な取り組み
最低賃金の上昇など、あらゆる
分野で価格が上昇しています。こ
れら物価高が与える医療機関への
影響が注目されています。しかし、
団塊の世代が75歳を超える2025
年を見据えて政府は医療費を抑制
する方針で、近年の医療制度改革
や診療報酬改定でもその傾向は顕
著です。つまり、今回の物価高は
一つのきっかけにすぎず、医療機
関は、常にコストを抑えながら質を
高める活動を行っていかなければ、
もっと言えば、生産性を向上させ
ていかなければ経営の継続性の確
保が難しくなるということです。
そこで、医薬品・医療材料費や
委託費など、医療機関の主要な支
出項目別に、コスト削減につながる
取り組みを紹介します。
医薬品費・医療材料費──

共同購入やベンチマークで
価格交渉を有利に進める
医薬品、医療材料は、やはり購
入価格を下げることが最大のポイ
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最低賃金の上昇や物価高を受けて、医療機関の経営環境は厳しくなっています。この流れは今後も続いて
いくと予想されます。そこで、医療機関のコスト削減コンサルティングサービスを提供している、GUTS
株式会社代表取締役社長の清水仁氏に、コスト対策のポイントを提示してもらいました。
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ントになります。もちろん、単純に
「価格を安くしてほしい」ともちかけ
ても相手は首を縦に振りはしませ
ん。交渉を有利に進めるには、相
手を納得させるだけの交渉材料が
必要で、その代表として、共同購
入やベンチマークがあげられます。
中小病院の場合、規模の観点か

ら単独での価格交渉には限界があ
りますが、他院と連携して行えば、
規模のメリットによってディスカウ
ントを実現できる可能性がありま
す。また、ベンチマークを入手でき
れば、価格交渉を行う際に有利に
話を進めることができます。
なお、これは筆者の肌感覚になり

ますが、医療材料に関しては「ダイ
アライザー（透析装置）」「血糖測定
器センサー」「PCI／EVT各種カテー
テル」「インプラント材料」などにつ
いては、比較的価格交渉を行いや
すい状況です。
共同購入やベンチマーク、さら

には成功報酬で価格交渉を請け負
うコンサルタントもいます。費用対
効果を勘案しながら、こうしたサー
ビスを活用するという方法もあるで
しょう。

委託費──

委託の仕方を見直して
企業の人件費を下げる
最低賃金や各種物価の上昇を受

けて、給食や清掃、警備などの各
種委託費も軒並み値上げとなって
いる状況です。特に厳しくなってい
るのが給食業務です。
原価となる人件費と食材料費、

光熱費等が上昇している以上、単
純に委託単価の交渉だけを行って
も難しく、委託の仕方そのものを見
直す必要があります。具体的には
セントラルキッチンの活用や、早朝
に働く人材を集めるのが難しいた
めに朝食だけは完全調理品を使う
といった、ハイブリッドキッチンの
採用などです。
清掃についても、重点的に毎日
行う場所、数日に一度清拭を行う
場所など優先順位やメリハリをつ
けて業務を委託すれば、コストを
下げながらでも必要とされる質を
担保することは可能です。優先順
位を考える際には、委託会社に相
談すれば専門家の観点から最適な
提案をもらえることもあります。ま
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さらには離職防止につながり、ひい
ては、人材採用コストを抑えること
にもなります。
そのほかの人件費対策としては、
人材確保等支援助成金やキャリア
アップ助成金といった補助金や助
成金もありますので、これらをうま
く活用していくことも大切です。各
種補助金や助成金に関してはさま
ざまなものがありますので、その活
用にあたっては、この分野に精通
している社会保険労務士などに相
談するのが得策でしょう。

＊
新型コロナウイルス感染症の感

染拡大によってあらゆる産業がダ
メージを受けました。医療機関に
おいても、医業収入がコロナ前の
水準に戻っていないところが少なく
ありません。人件費を含めた物価
上昇は確実に経営悪化を促します。
しかし、無理やり視点を変えると、
今まであまりコスト意識が高くな
かった医師や看護師の目を覚ます
ための“絶好の機会”と言うことも
できます。
繰り返しになりますが、医療費
抑制の流れは今後さらに本格化し
ていくと考えられます。つまり、コ
スト削減は恒久的に行い続けなけ
ればならない取り組みなのです。
今回の状況を糧に、医師や看護師
などの専門職を含めたスタッフ一
人ひとりのコスト意識を高め、自ら
が現場の改善活動に乗り出すよう
な組織風土をつくるのが理想です。
医療機関の経営力を継続的に高

めていくためにも、院内全体でのコ
スト対策への取り組み強化は重要
です。

ルタントなどを活用するという方法
も有効です。
電気料金・通信費──

節電・省エネ機器の導入など 
細かな努力の積み重ねを
液化天然ガスなどの輸入価格の

高騰が続いていて、電気料金は今
後も値上がりが続くと考えられま
す。残念ながら、その対策はそれほ
ど多くはなく、空調管理などの節電
やLED、節電ブレーカーなどといっ
た省エネ製品の導入程度しかあり
ません。こうした細かな取り組みを
積み重ねていくことが大切です。
一方で通信費に関しては、日進

月歩であらゆるサービスが生まれ
ています。大手キャリアを使い続け
る必然性はほとんどなく、格安SIM
やひかり電話などの導入を検討す
べきです。
人件費──

人でなくてもできる仕事は 
ICTやロボットにシフト
医療機関は労働集約型産業であ

り、費用のなかで最も大きな割合
を占めるのが人件費です。しかし、
専門職は売り手市場で、安易な給
与削減を断行すると人材が流出し
てしまう恐れがあります。人件費
対策として考えるべきは、ICTや
ロボットなどへのタスクシフト／
シェアです。
WEB予約やWEB問診、再来受付、

自動精算などを積極的に進めるこ
とで、残業代を含めた人件費の削
減はもちろん、少ない人材で業務
を回せる仕組みをつくることができ
ます。残業等の削減は働きやすさ、

た、最低賃金は今後も確実に上昇
していくため、中長期的観点からコ
スト削減を考えると、清掃ロボット
も積極的に導入すべきです。
比較的価格交渉がしやすいのは、
検体検査です。大手数社の競争が
激しいため、相見積もりをとって競
争環境をつくることができれば、大
幅な削減も期待できます。なお、
検査の精度に関しては大手数社間
に差はないと言えます。
なお、業務がきちんと行われて
いる場合には、関係性が構築され
ているほうがスムーズに業務は進
められるので、基本的に同じ会社
に委託するのが望ましいと考えま
す。委託会社を再選定する場合、
現場に混乱を与えないことに配慮
して検討することも重要です。
賃料──

地価や賃料相場をもとに 
値下げ交渉を行う
土地・建物や駐車場などの賃料

は高額であるにもかかわらず、あま
り価格交渉がなされていません。
わが国では長年低成長が続いてお
り、地域によっては、地価や賃料
の相場がかなり下がっているところ
もあります。
賃料の交渉を行っていない経営
者の大半は、大家との関係の悪化
を恐れていると考えられますが、大
家から見ると、医療機関は超がつ
くほどの優良顧客です。都会の一
等地等を除けば、「賃料を下げてほ
しい」とお願いしてみると協力して
もらえるケースは少なくないと思い
ます。難しいという場合は、賃料
相場を把握している専門のコンサ
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